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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

1 9 5 9  年 愛 知 県 名 古 屋 市 生 ま れ の  6 4  歳 。
神 学 校 在 学 中 に 現 在 の 妻 の 孝 子 さ ん と 出
会 い 、 結 婚 を 機 に 山 口 市 へ 。 山 口 福 音 教
会 の 副 牧 師 を 務 め た 後 、9 1  年 に 保 育 園 「 こ
ひ つ じ え ん 」 、 翌 年 に 鴻 南 福 音 教 会 を 開 い
た 。 現 在 も 牧 師 の 活 動 を 「 無 理 な く 」 継 続 。

8 3 5

　
認 知 症 へ の 社 会 の 理 解

を 深 め る た め に 自 身 の 体験 を 発 信 す る 「 や ま ぐ ち希 望 大 使 」 に 今 年 ８ 月 、任 命 さ れ た 。 国 が 全 国 各地 で 普 及 を 進 め て い る 取り 組 み で 、 県 は 今 年 初 めて ５ 人 に 委 嘱 し た 。　
「  『 認 知 症 ＝ 終 わ り 』 と

思 わ れ が ち だ が 、 そ う では な く 、 私 に と っ て は スタ ー ト だ っ た 。 同 じ よ うな 症 状 で 悩 む 人 の 希 望 にな れ た こ と が 何 よ り も の喜 び 」 と 話 す 。　
２ ０ １ ７ 年 に

5 7歳 で 若

年 性 認 知 症 と 診 断 。 最 初 の約 ２ 年 間 は 家 族 も 周 囲 に 知ら れ た く な い と 思 っ て い たと い う 。　

1 9年 に 認 知 症 カ フ ェ サ ミ

ッ ト で 、 認 知 症 当 事 者 の 丹野 智 文 さ ん と 出 会 い 「 彼 のよ う に 発 信 者 に な り た い 」と 感 じ た 。 現 在 は 講 演 活 動の 他 に 、  「 ほ っ と カ フ ェ 平川 」 の マ ス タ ー と し て も 活躍 中 だ 。　
好 き な 言 葉 は 「 た と え 明

日 、 世 界 が 滅 亡 し よ う と も今 日 私 は リ ン ゴ の 木 を 植 える 」  。

阿
あ

部
べ

　
俊 とし

昭 あき

さ ん

認 知 症 理 解 へ の 普 及 啓 発 に 取り 組 む 「 や ま ぐ ち 希 望 大 使 」

は 、 老 若 男 女 が 訪 れ る 。そ の 一 方 で 、 高 い 塀 や フェ ン ス で 囲 ま れ 、 イ ス ラエ ル に よ る 人 や モ ノ の 厳し い 封 鎖 が 続 け ら れ て いる た め 、  「 天 井 の な い 監獄 」 と も 呼 ば れ る 。 こ のド キ ュ メ ン タ リ ー 映 画は 、 日 々 の ニ ュ ー ス で は伝 わ っ て こ な い 、 ガ ザ 地区 に 暮 ら す 人 た ち の 素 顔を 紹 介 し て い る 。　
２ 回 目 の 上 映 後 に は 、

２ ０ １ ４ 年 の イ ス ラ エ ルに よ る ガ ザ 地 区 攻 撃 も 取材 し た ジ ャ ー ナ リ ス ト の志 葉 玲 さ ん に よ る オ ン ライ ン 講 演 会 も 、 約 １ 時 間開 催 さ れ る 。　
チ ケ ッ ト は 、 当 日 会 場

で 販 売 。 料 金 は 、 一 般 １８ ０ ０ 円 、

1 9歳 か ら

2 5歳

ま で １ 千 円 、

1 8歳 以 下 ８

０ ０ 円 。 電 話 予 約 （
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　 「 西 京シ ネ ク ラブ 」 は 、「 ガ

 
 

ザ

素 顔 の 日常 」  （ ２０ １ ９年 、 ア イル ラ ンド ・ カ ナダ ・ ド イツ ） を 、
1 2 

日

     

（ 日 ）  に 上映 す る 。会 場 は 山口 市 民 会

館 （ 山 口 市 中 央 ２ ） の

小

ホ ー ル

で 、 上 映 時 間 は 午

前

1 0時 半 、 午 後 １ 時 半 、

７ 時 か ら の ３ 回 。　
第 一 次 世 界 大 戦 後 か ら

ユ ダ ヤ 人 と ア ラ ブ 人 の 対立 が 続 い て い る 中 東 ・ パレ ス チ ナ 。

1 0月 ７ 日 に

は 、 ガ ザ 地 区 を 実 効 支 配す る ハ マ ス が イ ス ラ エ ルに 対 し て 奇 襲 攻 撃 を 仕 掛け た 。 そ れ を き っ か け に始 ま っ た 大 規 模 軍 事 衝 突は 、 長 期 化 ・ 泥 沼 化 す る恐 れ も 指 摘 さ れ て い る 。　
地 中 海 に 面 し た ガ ザ 地

区 は 、 長 さ 約

5 0㌔ 、 幅 ５

〜 ８ ㌔ の 狭 く 細 長 い 形 をし て い る 。 東 京

2 3区 の ６

割 ぐ ら い の 面 積 に 、 約 ２０ ０ 万 人 が 暮 ら す 、 世 界で 最 も 人 口 密 度 が 高 い 場所 の 一 つ だ 。 そ の 気 候 は温 暖 で 、 若 者 た ち が サ ーフ ィ ン に 興 じ る ビ ー チ にー 伝 言 板 」 の 掲 載 は あ りま せ ん で し た 。 次 回 は 、
1 1月

1 5日  （ 水 ）  付 に 掲 載 し

ま す 。

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

1 3

日  ︵ 月 ︶  :

熊 谷 守 一 と 有 名

作 家 版 画 展 、 岡 本 佳 子 金工 展

本 号 へ の「 サ ン デ

８ ） す れ ば 、 一 般 料 金 のみ １ ５ ０ ０ 円 に 割 引 さ れる 。

ド キ ュ メ ン タ リ ー 映 画 「 ガ ザ 素 顔 の 日 常 」
西 京 シ ネ ク ラ ブ が 上 映 会

1 2日

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

お 知 ら せ
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南 一 輝 選 手
ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
北 の 地 方 で は 、

1 0月 な か

ば の よ く 晴 れ た 風 の な い 日に 、 雪 が 舞 う よ う に 飛 び 交う 虫 が あ ら わ れ ま す 。 北 国の 人 た ち は こ れ を 「 雪 虫 」と よ び 、 こ の 虫 が 飛 び は じめ る と 長 い 冬 の 訪 れ を 感 じる そ う で す 。　
雪 虫 は 、 季 節 に よ っ て 姿

や 住 む 場 所 を 変 え な が ら １年 の う ち に ６ 〜 ７ 回 も 世 代交 代 を く り 返 す 昆 虫 で す 。　
春 、 湿 地 に は え て い る ヤ

チ ダ モ の 樹 液 を 吸 い な が ら成 長 す る 雪 虫 は 、 茶 色 に 黒の し ま も よ う の つ い た 丸 っこ い 姿 で

翅 は ね

は あ り ま せ ん 。

　
初 夏 に な る と ヤ チ ダ モ の

栄 養 分 が 少 な く な る た め 、こ の 時 期 に 生 ま れ た 雪 虫 は

が っ て く る と 、 綿 毛 を ま とい 、 ひ と ひ ら の 雪 に 足 と 翅が つ い た よ う な 姿 と な っ て再 び ヤ チ ダ モ の 木 へ と 飛 んで い き ま す 。 そ し て 本 当 の雪 が 降 り は じ め る 前 に 子 ども を 生 み 、 そ の 子 ど も た ちが 生 ん だ 卵 は 、 木 の 皮 に 包ま れ て 厳 し い 冬 を 越 し 、 あた た か い 季 節 が め ぐ っ て くる の を 待 つ の で す 。　
体 長 ３ 〜 ４ ㎜ ほ ど の 小 さ

な 虫 が 力 の 限 り 次 世 代 に 生命 を つ な い で い く 姿 に 、 自然 界 の 神 秘 を 感 じ ま す 。 翅 を も ち 、 そ れ を 使 っ て トド マ ツ 林 へ 引 越 し ま す 。　
秋 に な り 気 温 が ぐ っ と 下

福 音 館 書 店
文 ・ 写 真 ： 石 黒 　 誠 

雪 虫

2 4 7

2 0 0 6

山 口 県 令 和 ５ 年 ６ 月

3 0日 か ら の

大 雨 災 害 義 援 金 へ

7 0万 円 を

寄 託 し ま し た　
コ ー プ や ま ぐ ち で は 、 国 内 外 で 甚 大 な 被 害 を も た ら し た 自

然 災 害 に 対 し て 、 迅 速 な 支 援 を 行 え る よ う 、 組 合 員 の 募 金 を
「 コ ー プ 虹 の 助 け 合 い 基 金 」 と し て 積 み 立 て て い ま す 。

　
現 在 、 山 口 県 が 募 集 し て い る 「 山 口 県 令 和 ５ 年 ６ 月

3 0日 か

ら の 大 雨 災 害 義 援 金 」 に 対 し 、 コ ー プ 虹 の 助 け 合 い 基 金 か ら
7 0万 円 を 寄 託 さ せ て い た だ き ま し た 。

募 金 贈 呈 式 を 開 催　

1 0月

1 9日  （ 木 ）  、 山 口 県 庁 に て

募 金 贈 呈 式 を 開 催 し 、 山 口 県 健康 福 祉 部 部 長 の 國 吉 宏 和 様 へ コー プ や ま ぐ ち の 山 崎 和 博 理 事 長よ り 目 録 を お 渡 し い た し ま した 。　
國 吉 様 か ら は 、  「 組 合 員 さ ん

か ら の 善 意 が 本 当 に あ り が たい 。 大 雨 災 害 で 被 災 さ れ た 方 の生 活 再 建 の た め に 有 意 義 に 使 わせ て い た だ き ま す 。  」 と の お 言葉 を 頂 戴 い た し ま し た 。

　
募 金 に ご 協 力 く だ さ っ た 皆 様 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。

　
毎 年 た く さ ん の 方 々 か ら 善 意 を 寄 せ て い た だ い て お り ま す が 、 今 年

度 も ご 協 力 い た だ け ま す と 幸 い で す 。 虹 の 助 け 合 い 基 金 と は

世 界 体 操

 団 体 金 、  ゆ か 銀

　
国 内 外 で 甚 大 な 被 害 を も た ら し た 自 然 災 害 に 対 し て 、 迅 速 な 支 援 を

行 え る よ う 、 組 合 員 さ ん の 募 金 を 積 み 立 て て い る 基 金 で す 。 皆 様 の 善意 を 寄 せ 合 い 、 色 々 な 形 で 参 加 出 来 る よ う 、 店 舗 で は 店 内 に 募 金 箱 を設 置 し 、 宅 配 で は そ れ ぞ れ の 募 金 に 専 用 番 号 を 設 け 、 一 口 １ ０ ０ 円 単位 で の お 申 込 み 方 式 で 募 金 を 募 っ て い ま す 。　
ま た 、 そ の 他 国 際 的 な 紛 争 や 貧 困 で 脅 か さ れ て い る 子 ど も た ち の 命

を 守 る 活 動 を 支 援 す る 「 ユ ニ セ フ 募 金 」  、 平 和 関 連 の 活 動 に 活 用 さ れ る
「 虹 の 平 和 ・ お ま か せ 募 金 」 に 取 り 組 ん で い ま す 。

　
● 宅 配 で は … 注 文 書 に 申 込 番 号 を 記 入 。

　
● 店 舗 で は … レ ジ 付 近 に 募 金 箱 を 設 置 し て お り ま す 。

南  一  輝

 

大 晃 ア リ

ー
ナ で 報 告 会

1 8 日
　
９ 、

1 0月 に ベ ル ギ ー で

行 わ れ た 世 界 体 操 選 手 権で 、 団 体 金 メ ダ ル 、 種 目別 ゆ か で 銀 メ ダ ル を 獲 得し た 南 一 輝 選 手 （ エ ム ズス ポ ー ツ ク ラ ブ ） に よ る報 告 会 が 、

1 8日  （ 土 ）  午 後

４ 時 か ら 維 新 大 晃 ア リ ーナ （ 山 口 市 維 新 公 園 ４ ）で 行 わ れ る 。　
南 選 手 は ２ ０ ０ １ 年 下

関 市 生 ま れ の

2 3歳 で 、 下

関 国 際 高 を 卒 業 。 今 回 、

に も 出 場 す る 予 定 だ 。　
当 日 は 参 加 無 料 で 予

約 不 要 。 問 い 合 わ せは 、 県 ジ ュ ニ ア 体 操 競技 協 議 会 事 務 局 の 江 藤さ ん （

０ ９ ０

－

７

５ ９ ０

－

７ ６ ８ ２ ）

へ 。

凱 旋 報 告 会 を 行 い 、 故 郷 の体 操 競 技 振 興 に つ な げ た いと 、 演 技 の 指 導 や 技 も 披 露す る 。　
南 選 手 の 活 躍 は 目 覚 ま し

く 、 今 年 ３ 月 の Ｗ 杯 ド ー ハ大 会 の ゆ か で 決 め た 「 後 方抱 え 込 み ２ 回 宙 返 り ３ 回 半ひ ね り 」 は 、 国 際 体 操 連 盟
（ Ｆ Ｉ Ｇ ） が Ｈ 難 度 の 新 技

と 認 定 し 、  「 ミ ナ ミ 」 と 命名 さ れ て い る 。 さ ら に 、 来春 は パ リ 五 輪 の 代 表 選 考 会

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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